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看護学生の術後患者の観察に関する調査

―術後患者のシミュレータのスケッチ内容の分析―

坂田 扶実子・坂本 貴子・福田 和美

Nursing  Stud ents’ Ob servations of P ostop erative P atients
―A nalysis of Sketches of a P ostop erative P atient Sim ulator ―

【要旨】　［目的］ 学生が術後患者のシミュレータをスケッチした「ワークシート」の内容から，学生が観察し
た内容を明らかにし，学生の観察力向上に向けた教育に示唆を得ることである．
［方法］ A 大学看護学科の成人看護学援助論Ⅰを履修した2年生うち，研究協力が得られた6 1名の術後患者のシ
ミュレータをスケッチした「ワークシート」を調査対象とし，記載されている絵や文字を術後に必要な観察項
目別に分けられたチェック表を用いてデータ収集を行った．分析は項目毎の単純集計を行った．
［結果］学生が観察した内容を分析した結果，心電図モニター本体やその画面に標示されている酸素飽和度・
呼吸数・脈拍数・体温・血圧，間欠的空気圧迫装置本体，ドレーン本体は8 0％以上が観察されていた．一方，
酸素流量やドレーン排液量・色は10％程度の観察であった．しかし，少数ではあるが，間欠的空気圧迫装置の
圧力や1分間の加圧の回数，電気毛布設定温度を観察している学生がいた．
［考察］学生は，既習学習内容である「フィジカルアセスメント」の知識や実習での経験，講義内容の想起を
しながら観察していたことが考えられた．学生の観察した内容を想起させながら講義で意味づけを行い，観察
力向上に向けた講義・演習の工夫を行うことが必要である．

キーワード :　看護学生，術後患者，観察力，スケッチ，シミュレータ

A b stract: 　 [ P urp ose]   The p urp ose of this stud y w as to ob tain sug g estions for ed ucation to im p rove nursing  stud ents’ 
p ostop erative p atient m onitoring  skills b y ex am ining  stud ents’ sketches of the p ostop erative care m onitoring  p rocess b ased  on a 
p atient sim ulator.
[ M ethod s] 　The sam p le for the stud y consisted  of w orksheets com p leted  b y 6 1 p articip ants w ho w ere second  year stud ents in the 
School of Nursing  at University A  and  w ho had  com p leted  A d ult Nursing  Theory I .  W e analyz ed  w orksheets on w hich p articip ants 
m ad e sketches of the p ostop erative p atient sim ulator. A  check- list w as used  to collect d ata from  the d raw ing s and  notes on the 
w orksheets. The d ata w ere analyz ed  b y sum m ing  the scores for each item .
[ R esults]   The analysis revealed  that 8 0%  of the stud ents ob served  the electrocard iog rap hy m onitor and  the ox yg en saturation, 
resp iratory rate, p ulse rate, b od y tem p erature, and  b lood  p ressure d isp layed  on its screen;  interm ittent p neum atic com p ression 
de ice  and drain  n contrast, only a out  o ser ed the oxygen o  rate and the drainage olume and color  ather fe  
stud ents ob served  the p ressure and  freq uency of com p ressions （p er m inute） of the interm ittent p neum atic com p ression d evice 
and  the p reset tem p erature of the electrical b lanket.
[ D iscussion]   The stud ents m ad e ob servations d uring  recall of p reviously acq uired  know led g e of p hysical assessm ent, p ractical 
training  ex p eriences, and  w hat they learned  in lectures. To im p rove stud ents’ ob servation skills, it is necessary to p rovid e m ore 
effective lectures and  p ractical training  b y having  stud ents recall w hat they ob served  d uring  p ractice and  p rovid ing  ad d itional 
ex p lanations in lectures..

K eyw ord :　 nursing  stud ents, p ostop erative p atients, ob servation skills, sketch, sim ulator
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Ⅰ．緒言
　厚生労働省は看護教育の内容と方法に関する検
討会報告書1）において，看護師に求められる実践
能力を養成するために，講義・演習では学生の興
味関心が高まるように看護と関連づけた事例を用
いるなど教育方法を工夫するとともに，臨床現場
を想定したシミュレーション教育を推奨している．
　研究者らの所属する成人看護学領域の「成人看
護学援助論Ⅰ（急性期）」の科目では，手術後の
患者の状態を理解することを目的に，シミュレー
タに術後患者と同じような状況を設定し，その状
態をスケッチし，スケッチ内容をもとに授業をす
すめている．学生にとって手術直後の患者の観察
は，手術前後の変化に混乱し，重症感のある患者
に対応できず，どう行動してよいか分からない体
験であり，学生は観察技術に自信が持てないなど
の困難感を感じている2）と報告されている，この
ような状況と共に術後の患者の観察は観察項目が
多岐にわたることから，アセスメントの困難性が
予測される．この周術期看護の特徴を教授してい
くためには，シミュレーション教育を含めたアク
ティブ・ラーニングによる学習を取り入れるなど，
学習者主体の授業内容を検討していくことが求め
られている．そこで，学生が術後患者のシミュ
レータの観察を通して，何をどのように捉えてい
るのかを把握し，術後患者の観察や看護に関する
教授方法を検討していく必要がある．シミュレー
タを用いた教育の中で学生の学びを分析したもの
は多いが，実際に学生の観察状況を分析したもの
は見当たらない．また，シミュレータを用いた術
後患者の観察演習に関する先行研究3 ）4 ）5 ）では，学
びの分析が主であり，学生がどのような内容を観
察したのか，観察状況については明らかにされて
いない．そこで ,効果的な授業内容を検討するに
あたり，学生の観察の状況を把握する必要がある．
　本研究の目的は，術後患者のシミュレータをス
ケッチしたワークシートに記載された内容から，
学生が観察した内容を明らかにし，学生の観察力
向上に向けた教育に示唆を得ることである．

Ⅱ．講義の概要
　A 大学の成人看護学援助論Ⅰ（急性期）は2年
前期の講義科目である．授業の概要は，「急性期・

回復期にある患者とその家族を理解するための概
念や理論について学習する．また，周術期にある
患者の特徴と手術による侵襲を理解し，回復の促
進に必要な援助や社会復帰に向けての支援を学習
する」である．目標として，「急性期にある患者
および家族の特徴と急性期看護について説明でき
る」，「周術期看護の考え方と各期における必要な
看護について説明できる」，「患者と家族に対して
回復の促進に必要な基礎的な看護援助について説
明できる」をあげている．1単位，15 時間であり，
8 コマから構成されている．授業は事例をもとに
講義，グループワークを中心に授業を行っている．
成人看護学援助論Ⅰは，2年後期の演習科目「成
人看護学方法論Ⅰ」と3 年後期の実習科目「成人
看護学実習Ⅰ」につながる講義科目である．した
がって，本科目は術後患者に必要な観察項目の理
解を目標とし，術後患者のシミュレータのスケッ
チは，その後の講義においてスケッチ内容の意味
づけを行い，術後患者に必要な観察項目の理解を
目指している．

Ⅲ．方法
1．調査対象
　A 大学の看護学科の平成29 年度前期成人看護学
援助論Ⅰ（急性期）を履修した2年生8 0名のうち，
研究協力が得られた6 1名の術後患者のシミュレー
タをスケッチした「ワークシート」を調査対象と
した．
2．課題レポート（ワークシート記載）の概要 
　1）シミュレータと模擬病室の状況
　シミュレータは，心電図モニターを装着し，デ
モ波形（心電図波形・心拍数・血圧・呼吸数・体
温・Sp O2）を画面に表示した．左上腕からラク
テック5 00m lの静脈内点滴を実施し，点滴バック
には輸液ラベル（患者氏名・I D ・日付・ラクテッ
ク5 00m l・8 0m l／時間）を貼付した．ベッドの頭
元には CP S実習装置を設置し，酸素流量計と吸
引ボトルを準備した．酸素流量計を 3 ℓ／分で作
動させ，酸素マスクによる酸素吸入を行った．背
部から硬膜外麻酔（P CA システム）を装着し，
P CA リザーバー本体には輸液ラベル（患者氏名・
I D ・日付・0.5 ％アナペイン・ 5 m l/ 時間）を貼付
した．腹部には約15 cm の正中創（オプサイトビ
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ジブルを貼付）とドレーンが挿入され，排液バッ
グ（J- VA CⓇ）内には100m l模擬血液を貯留し，
腹帯を付けた．陰部には膀胱留置カテーテルを留
置し，蓄尿バック内には200m l模擬尿を貯留し，
おむつを1枚と T字帯を付けた．両下肢には弾性
ストッキングを着用し，間欠的空気圧迫装置を作
動させ，電気毛布を温度表示 4 で掛けた．病室は
個室として設定し，ベッド周囲には床頭台，椅子
を設置した．床頭台の上には吸引に必要な物品
（手袋，吸引チューブ）を準備した．
　2）ワークシート用紙・記載時の留意点
　課題提示までの 3 回の講義で周術期の概要及び
手術や麻酔による生体への侵襲，手術前の看護の
講義は終了している．学生には，人型を書いた
ワークシートを第3 回目の講義終了後に配布した．
記載時の留意点として，患者にどのようなものが
装着されているのかをより具体的にスケッチをす
ること，人と相談せずに自分で見て描くこと，掛
物や病衣を脱がせて観察してもよいこと，気づい
たことや疑問点があれば記入するよう説明した．
観察回数は設定せず，観察期間内に模擬病室内で
自由に観察ができるようにした．
2．調査協力の依頼方法
　調査依頼は，成人看護学援助論Ⅰを受講したす
べての学生の成績評価が終了した後に口頭と文書
で行った．調査協力の得られた学生がスケッチし
たワークシートを分析対象とした．
3 ．分析方法

1）調査協力が得られた学生のワークシートか
ら，スケッチ内容（絵や文字）を抽出した．

2）抽出した内容をシミュレータと模擬病室の

状況から観察が必要な3 6 項目に整理した．
3 ）整理された 3 6 項目は項目毎に単純集計を行
い，3 6 項目を，呼吸に関する観察内容・循環
に関する観察内容・疼痛に関する観察内容・
創傷に関する観察内容に分類した．

Ⅳ．倫理的配慮
　学生には，口頭及び文書にて研究目的と方法に
ついて説明を行った．調査への協力は自由意思で
あり途中で協力の辞退ができること，研究協力の
有無や途中辞退は成績やその後の学習・教員との
関係性に影響しないこと，個人情報保護の方法は，
研究データ・結果は研究目的以外に使用しないこ
とを，依頼に関しては強制力が働かないように留
意し説明をした．同意書の署名をもって同意を得
た．ワークシートは鍵のかかる場所で保管し，
データは研究者しか開けないパスワードで保管し
た．本研究は，純真学園大学倫理委員会の承認を
得て行った．

Ⅴ．結果
1．呼吸に関する観察内容
　呼吸に関する観察内容は，酸素飽和度5 5 名
（9 0％），酸素流量計5 3 名（8 7％），呼吸数 5 2名
（8 5 ％），酸素飽和度プローブ5 0名（8 2％），吸引
器4 9 名（8 0％），酸素マスク4 8 名（79 ％），吸引カ
テーテル25 名（4 1％）であった．しかし，酸素流
量は4 名（7％）と少なかった（図1）． 
2．循環に関する観察内容
　循環に関する観察内容として，さらに心電図モ
ニター，水分出納，深部静脈血栓予防，電気毛布

図1．呼吸に関する観察内容　
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の4 つに分けられた．心電図モニターでは，心電
図モニター本体5 8 名（9 5 ％），心拍数5 4 名（8 9 ％），
電極5 3 名（8 7％），体温5 0名（8 2％），血圧 4 9 名
（8 0％），心電図波形3 9 名（6 4 ％）であった．しか
し，電極の色は10名（16 ％）であった．水分出納
では，ドレーン本体（排液バック）5 5 名（9 0％），

膀胱留置カテーテル5 3 名（8 7％），輸液ボトル4 4
名（72％），輸液の種類3 8 名（6 2％），輸液セット
3 5 名（5 7％），尿量29 名（4 8 ％），患者 I D ／氏名
／指示量22名（3 6 ％）であった．一方，ドレーン
排液量 8 名（13 ％），ドレーン排液の色は 9 名
（10％），尿の色は3 名（5 ％）であった．深部静脈
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血栓予防では，間欠的空気圧迫装置本体5 5 名
（9 0％），弾性ストッキング4 3 名（70％）であった．
また，間欠的空気圧迫装置の圧力5 名（8 ％），1分
間の加圧の回数4 名（7％）が観察していた．電気
毛布では，電気毛布本体21名（3 4 ％），電気毛布
設定温度4 名（7％）であった（図2）． 
3 ．疼痛に関する観察内容

　疼痛に関する観察内容として，硬膜外麻酔持続
注入本体4 6 名（75 ％），患者 I D ／氏名／指示量
26 名（4 3 ％），薬剤名21名（3 4 ％）であった（図
3 ）．
4 ．創傷に関する観察内容
　創傷に関する観察内容として，創部4 5 名（74 ％），
腹帯20名（3 3 ％）であった（図4 ）．

Ⅵ．考察
1．学生の特徴的な観察内容について
　9 割以上の学生が観察したものは，酸素飽和度，
心電図モニター本体，間欠的空気圧迫装置，ド
レーン本体（排液バック）の 4 つであった．これ
は，患者に装着されている医療機器や医療材料は
まず目につきやすく，印象の強さから学生はス
ケッチを行う取り掛かりとして記載していること
が考えられる．心電図モニターに表示されていた
酸素飽和度，呼吸数，心拍数，体温，血圧の値は
8 割以上の学生が観察していた．矢野4 ）らは，3 年
次生の実習前の学生を対象とした先行研究におい
て，学生にとってのバイタルサイン測定はルーチ
ン化されたものである可能性を指摘している．ま
た，ワークシートを記載した学生は「フィジカル
アセスメント」授業や基礎看護学実習Ⅰを履修し

ており，酸素飽和度，呼吸数，心拍数，体温，血
圧の観察の多さは既習学習内容の影響が考えられ
る．
　一方，酸素流量計やドレーン本体（排液バッ
ク）は 9 割以上の学生が観察しているにも関わら
ず，酸素流量やドレーンの排液の量や色の観察は
1割程度の観察であった．酸素流量やドレーンの
排液の量や色については意図的な観察を求められ
る．看護における観察は，知識に基づいた観察が
求められる．対象の学生は，フィジカルアセスメ
ントなど基本的な観察は学んでいるものの，シ
ミュレータを用いた状況設定を行った観察は初め
ての経験である．そのため，学生にとっては，目
にしていてもそれが何を意味するのか分からない
ため，記述していない観察項目であったと考えら
れる．しかし，観察は少数ではあるが，間欠的空

34%

43%

75%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.5

ID/ /

…

図 3 に関する観察内容 ｎ＝61

図3．疼痛に関する観察内容
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気圧迫装置の圧力や1分間の加圧の回数，電気毛
布設定温度を観察している学生がいた．看護学生
の感性の属性として，学生は自らの五感を働かせ
ることで現象への気づきを得る能力があることが
明らかになっている6 ）ことから，学生はスケッチ
を行う中で医療機器を見るという視覚から，装置
の音や動き温度など聴覚や触覚を用いて，観察を
発展させることができていたといえる．また，臨
床の看護場面を想起できるリアルなシミュレー
ションが看護学生の感性に影響を及ぼす 6 ）ことか
ら，感性を刺激できるような場面設定や学習環境
を整えていく必要があると考える． 
2．教育への示唆
　学生は，スケッチを行う中で，五感を使って既
習学習内容や事前講義での内容を合わせながら観
察を行っていた．市川5 ）は，事前学習で術後患者
の状況をイメージし「見る」「聞く」「触れる」と
いう感覚を使って学習内容と演習内容がつながる
と述べている．このことから，事前学習で五感を
使って観察したことをその後の授業に活用するこ
とが術後患者のイメージ化に寄与するといえる．
また，観察が少ない項目に関しては，授業の中で
目にしたことを想起させ，意味づけを行うことで，
術後患者に必要な観察項目の理解および観察力向
上につながるといえる．シミュレーション教育は
学習者中心のアクティブ・ラーニングであり，学
習者が経験と振り返りを反復することで知識と技
術の定着につながる7）．今後，学生は演習・実習
と周術期の看護を引き続き学んでいく．そこで，
周術期の演習や実習においても，学生が観察し，
講義で意味づけした内容を想起，活用しながら反
復していくことが必要である．今回は，講義前の
学生の観察状況の把握を行った．今後は成人看護
学援助論Ⅰの講義前後での観察内容の比較を行う
ことで成人看護学援助論Ⅰの授業内容の評価・検
討につなげていきたい． 

Ⅶ．結論
1．心電図モニター本体やその画面に標示されて
いる酸素飽和度・呼吸数・脈拍数・体温・血圧，
間欠的空気圧迫装置本体，ドレーン本体は8 0％
以上の学生が観察できていた．

2．間欠的空気圧迫装置の圧力や加圧回数，電気

毛布の温度を7～8 ％の学生は視覚だけでなく聴
覚・触覚を用いて観察していた． 

3 ．術後の患者の観察力向上に向けて，授業をす
すめていく中で，学生が観察した内容の想起と
意味づけを行い，反復して活用することの必要
性が示唆された．
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